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中
古
和
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助
詞
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キ
ー
ワ
ー
ド
：
中
古
和
文

終
助
詞

ナ

個
人
的
見
解
や
認
識

確
認

一

本
稿
の
目
的

中
古
和
文
に
は
、「
詠
嘆
・
感
動
」「
強
意
」
を
表
す
終
助
詞
が
多

数
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
や
用
法
が
十
分
に
詳
ら

か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
本
稿

で
注
目
す
る
終
助
詞
ナ
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

（
１
）「
さ
り
と
も
、
こ
れ
に
御
心
な
ぐ
さ
め
た
ま
ひ
て
む
な
。

…
…
」

〈
夜
の
寝
覚
、
巻
四
、
二
八
六
〉

（
１
）
の
ナ
は
ひ
と
ま
ず
、「
ね
」
と
訳
し
て
お
け
ば
問
題
な
い
が
、

訳
出
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
特
に
上
接
語
句
に
注
目

し
て
、
ナ
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
稿
の

構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
節
で
は
調
査
資
料
お
よ
び

調
査
対
象
を
示
し
、
主
な
先
行
研
究
と
残
さ
れ
た
問
題
点
に
つ
い
て

述
べ
る
。
三
節
で
は
ナ
の
上
接
語
の
統
語
的
特
徴
や
、
上
接
句
の
意

味
的
な
特
徴
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
四
節
で
は
、
以
上
の
調
査
結
果

や
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
ナ
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
う
。

な
お
、
用
例
の
引
用
文
中
の
〔

〕
は
話
し
手
と
聞
き
手
と
を
、

《

》
は
心
内
文
で
あ
る
こ
と
を
、（

）
は
補
足
説
明
を
示
す
た
め
、

筆
者
が
付
し
た
。
引
用
部
末
の
〈

〉
内
は
、
出
典
、
巻
名
（
数
）、

使
用
テ
キ
ス
ト
の
頁
数
で
あ
る
。
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二

議
論
の
前
提

二
・
一

調
査
資
料
と
調
査
対
象

資
料
に
は
、
落
窪
物
語
、
枕
草
子
、
源
氏
物
語
、
夜
の
寝
覚
、
狭

衣
物
語
を
用
い
た
（
注
１
）。
調
査
対
象
は
、
い
わ
ゆ
る
「
詠
嘆
」「
強

意
」
の
終
助
詞
ナ
の
例
で
あ
る
。
前
の
三
作
品
は
国
立
国
語
研
究
所

の
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』
で
検
索
し
た
の
ち
、
本
文
に
あ
た
る

方
法
を
と
り
、後
の
二
作
品
は
、目
視
に
よ
る
調
査
を
行
な
っ
た（
注

２
）。
表
記
は
私
に
改
め
て
あ
る
。
ま
た
、
韻
文
と
散
文
の
傾
向
差

を
考
慮
し（
注
３
）、散
文
の
例
の
み
を
使
用
す
る
。
さ
ら
に
、ト
ナ
・

カ
シ
ナ
な
ど
、
助
詞
が
上
接
す
る
例
は
、
上
接
助
詞
の
影
響
に
よ
り
、

特
別
な
用
法
を
持
つ
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
た
め
、
参
考
程
度
に

扱
い
、
例
数
か
ら
は
除
外
す
る
。

以
上
に
加
え
て
、ナ
特
有
の
問
題
も
あ
る
。
発
話
末
に
用
い
ら
れ
、

引
用
の
「
と
」
が
下
接
す
る
例
に
も
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

（
２
）
ａ
〔
女
房
↓
女
房
〕「
何
事
ぞ
」、〔
女
房
↓
女
房
〕「
右
の

大
臣
の
こ
と
な
り
な
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
…
…
。

〈
落
窪
物
語
、
巻
二
、
一
九
四
〉

ｂ
〔
女
房
↓
女
房
〕「
対
の
御
方
の
参
り
た
ま
ふ
な
」
と

問
へ
ば
、
…
…
。

〈
夜
の
寝
覚
、
巻
一
、
一
〇
一
〉

底
本
に
カ
ギ
括
弧
や
句
読
点
は
存
在
し
な
い
か
ら
、（
２
）ａ
は「「
右

大
臣
の
こ
と
な
り
」
な
ど
の
た
ま
へ
ば
」
の
よ
う
に
、
発
話
文
に
助

詞
「
な
ど
」
が
下
接
し
て
い
る
可
能
性
が
残
り
、
ナ
の
確
例
と
は
言

え
な
い
。
そ
の
た
め
、
調
査
対
象
か
ら
外
す
。
一
方
、（
２
）
ｂ
は
直

後
の
地
の
文
に
「
問
へ
ば
」
と
あ
る
。「「
連
体
形
終
止
文
」
な
ど
問

ふ
」
の
例
は
見
ら
れ
ず
、「「
ナ
で
終
止
す
る
文
」
と
問
ふ
」
の
例
は

見
ら
れ
る
か
ら
、
こ
ち
ら
は
ナ
の
確
例
と
言
え
る
。
よ
っ
て
、
例
数

に
含
め
た
。
結
果
、
総
例
数
は
七
二
例
と
な
る
。
例
数
を
﹇
表
一
﹈

に
ま
と
め
る
。

2 落

1 枕

32 源

24 夜

13 狭

72 計

﹇
表
一
﹈

二
・
二

先
行
研
究
と
問
題
点

次
に
、終
助
詞
ナ
の
先
行
研
究
の
指
摘
を
確
認
し
て
い
く
。
古
く
、
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富
士
谷
成
章
『
あ
ゆ
ひ
抄
』（
一
七
七
六
）
は
「
人
に
言
ひ
か
く
る
言

葉
な
が
ら
、
思
ひ
あ
ま
り
て
は
ひ
と
り
ご
と
に
も
言
ふ
べ
し
」（
巻

一
・
詠
）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
言
い
換
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
。

①
会
話
・
消
息
な
ど
、
対
人
場
面
で
の
使
用
に
偏
り
、
独
り
言

や
心
内
文
な
ど
、非
対
人
場
面
に
も
わ
ず
か
に
使
用
さ
れ
る
。

こ
れ
は
事
実
の
指
摘
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
同
様
の
指
摘
は
、
此
島

正
年
（
一
九
七
三
）
に
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
た
森
野
崇
（
一
九

九
〇
）
は
、
ナ
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
な
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
森

野
は
ナ
を
聞
き
手
の
位
相
、
上
接
語
句
、
情
報
の
帰
属
先
と
い
っ
た

観
点
か
ら
検
討
し
、
次
の
三
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

②
聞
き
手
が
話
し
手
と
同
等
か
下
位
で
あ
る
場
合
に
し
か
使
用

さ
れ
な
い
。

③
ナ
の
上
接
助
動
詞
は
、
主
体
的
表
現
（
筆
者
注
：
推
量
・
推

定
の
助
動
詞
）
に
偏
る
。

④
聞
き
手
の
方
が
よ
く
知
っ
て
い
る
、
も
し
く
は
話
し
手
と
聞

き
手
と
が
同
等
に
知
識
を
有
し
て
い
る
場
合
に
使
用
さ
れ

る
。

そ
の
う
え
で
森
野
は
、

そ
の
結
果
、「
な
」
は
、
聞
き
手
の
方
が
よ
り
正
確
に
把
握
し
て

い
る
と
想
定
さ
れ
る
事
柄
（
情
報
）
に
関
し
て
、
聞
き
手
に
確

か
め
、
同
じ
認
識
を
得
よ
う
と
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
助
詞

だ
と
分
析
さ
れ
た
。

（
六
〇
頁
）

と
結
論
し
て
い
る
。

以
上
の
先
行
研
究
の
指
摘
の
う
ち
、
①
と
②
に
つ
い
て
は
首
肯
さ

れ
る
が
、
③
④
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
大
き
く
、

次
の
二
点
で
あ
る
。

ま
ず
③
は
、「
主
体
的
表
現
」
と
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
る
助
動
詞
群

に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
語
群
の
中
で
、
分
布
の
違
い
は
な
い
か
、

も
し
違
い
が
あ
る
と
し
た
ら
そ
の
分
布
が
何
を
意
味
す
る
の
か
に
つ

い
て
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
④
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
こ
れ
は
ナ
の
用
例
を

検
討
し
た
う
え
で
、
神
尾
昭
雄
（
一
九
九
〇
）
の
「
情
報
の
な
わ
ば

り
理
論
」
を
参
考
に
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
神
尾
の
指
摘
に

つ
い
て
説
明
す
る
。
用
例
中
の
「
φ
」
は
、
助
詞
が
下
接
し
な
い
こ

と
を
、「
＃
」
は
語
用
論
的
に
不
適
格
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
３
）「
実
は
今
日
、
僕
の
誕
生
日
な
ん
だ
｛
φ
／
よ
／
＃
ね
」

（
４
）「
あ
な
た
の
誕
生
日
は
今
日
で
す
｛
＃
φ
／
＃
よ
／
ね
｝

― 3―
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（
３
）
は
話
し
手
の
誕
生
日
に
言
及
す
る
か
ら
、
情
報
や
知
識
は
、

話
し
手
自
身
に
帰
属
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
終
助
詞
を
使
用
し
な

く
て
も
、
聞
き
手
へ
の
伝
達
目
的
で
「
よ
」
を
使
用
し
て
も
構
わ
な

い
が
、「
ね
」
を
使
用
す
る
の
は
不
可
で
あ
る
。
一
方
、（
４
）
は
聞

き
手
の
誕
生
日
を
話
題
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
助
詞
を

下
接
さ
せ
な
い
例
や
「
よ
」
を
使
用
し
た
例
の
方
が
不
自
然
と
な
り
、

「
ね
」
は
必
須
の
要
素
と
な
る
。
こ
れ
は
、「
ね
」
が
聞
き
手
の
な
わ

ば
り
に
あ
る
情
報
に
言
及
す
る
際
に
使
用
さ
れ
る
助
詞
で
あ
る
か
ら

だ
と
説
明
さ
れ
る
。
森
野
は
こ
の
考
え
方
を
参
考
に
し
て
、
古
典
語

の
ナ
の
分
析
を
行
な
う
の
で
あ
る
。

（
５
）〔
源
氏
↓
明
石
の
君
〕「
さ
ら
ば
そ
の
（
＝
明
石
入
道
ノ
）

遺
言
な
な
り
な
。
消
息
は
通
は
し
た
ま
ふ
や
。
…
…
」

〈
源
氏
物
語
、
若
菜
上
、
④
一
二
七
〉

（
６
）〔
源
氏
↓
惟
光
〕「
憎
し
と
こ
そ
思
ひ
た
れ
な
。
…
…
」

〈
源
氏
物
語
、
夕
顔
、
①
一
四
〇
〉

（
７
）〔
源
氏
↓
玉
鬘
〕「
さ
て
か
か
る
古
事
の
中
に
、
ま
ろ
が
や

う
に
実
法
な
る
痴
者
の
物
語
は
あ
り
や
。
い
み
じ
く
け
遠

き
、
も
の
の
姫
君
も
、
御
心
の
や
う
に
つ
れ
な
く
、
そ
ら
お

ぼ
め
き
し
た
る
は
世
に
あ
ら
じ
な
。
…
…
」

〈
源
氏
物
語
、
蛍
、
③
二
一
三
〉

（
５
）
は
、
聞
き
手
・
明
石
の
君
の
持
っ
て
い
る
文
箱
の
中
身
が
、

出
家
し
た
明
石
入
道
の
遺
言
か
ど
う
か
、
源
氏
が
推
測
し
た
例
で
あ

る
。
こ
こ
で
文
箱
の
中
身
に
つ
い
て
最
も
知
識
を
有
し
て
い
る
の

は
、
持
ち
主
で
あ
り
、
聞
き
手
で
も
あ
る
明
石
の
君
で
あ
る
。
ま
た
、

（
６
）
も
、
聞
き
手
で
あ
る
惟
光
が
「
憎
し
（
＝
み
っ
と
も
な
い
，
気

に
入
ら
な
い
）」
と
思
っ
て
い
る
か
否
か
、
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
、
最

も
知
識
を
有
す
る
の
は
、
惟
光
自
身
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
聞

き
手
の
方
が
よ
く
知
っ
て
い
る
事
柄
に
言
及
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
そ
れ
に
対
し
（
７
）
は
、
源
氏
と
玉
鬘
と
が
、
物
語
に
関
し
て

語
り
合
う
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
源
氏
も
玉
鬘
も
物
語
を
熟
読

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、「
玉
鬘
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
姫

君
が
い
る
か
ど
う
か
」
は
、
両
者
と
も
に
把
握
し
て
い
る
と
言
え
る
。

す
な
わ
ち
、
話
し
手
と
聞
き
手
と
が
同
等
に
知
識
を
有
し
て
い
る
例

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
確
か
に
、
情
報
の
帰
属
先
に
よ
る
説
明
が

可
能
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
ナ
に
は
、
こ
の
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
る
の
が
躊
躇
わ
れ

る
例
も
あ
る
。

（
８
）〔
源
氏
↓
紫
上
〕「
花
と
い
は
ば
、
か
く
こ
そ
匂
は
ま
ほ
し

― 4―
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け
れ
な
」

〈
源
氏
物
語
、
若
菜
上
、
④
七
一
〉

（
９
）〔
桐
壺
帝
↓
藤
壺
〕「
今
日
の
試
楽
は
、（
源
氏
ノ
舞
ッ
タ
）

青
海
波
に
事
み
な
尽
き
ぬ
な
。
い
か
が
見
た
ま
ひ
つ
る
」

〈
源
氏
物
語
・
紅
葉
賀
、
①
三
一
二
〉

（

）〔
源
氏
↓
夕
霧
〕「
い
と
か
か
る
こ
ろ
は
、
遊
び
な
ど
も
す

10さ
ま
じ
く
、
さ
す
が
に
暮
ら
し
が
た
き
こ
そ
苦
し
け
れ
。
宮

仕
す
る
若
き
人
々
た
へ
が
た
か
ら
む
な
。
帯
も
解
か
ぬ
ほ
ど

よ
。
…
…
」

〈
源
氏
物
語
、
常
夏
、
③
二
二
四
〉

（
８
）
は
、「
花
と
い
う
か
ら
に
は
こ
の
よ
う
に
香
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
源
氏
の
願
望
で
あ
る
。
話
し
手
の
願
望
に
つ
い
て
、
聞
き
手
の

方
が
よ
く
知
っ
て
い
る
と
か
、
同
等
に
知
識
や
情
報
を
持
っ
て
い
る

と
考
え
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
次
に
（
９
）
は
、
桐
壺
帝
と
藤
壺

と
が
、今
日
見
た
紅
葉
賀
の
試
楽（

リ
ハ
ー
サ
ル
）に
つ
い
て
語
っ

≒

て
い
る
場
面
で
あ
る
。
森
野
は
、
藤
壺
も
一
緒
に
試
楽
を
見
て
い
た

こ
と
を
も
っ
て
、
話
し
手
と
聞
き
手
と
が
同
等
に
知
識
を
有
す
る
例

と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
例
は
、
事
態
に
つ
い
て
の
情
報
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
源
氏
の
舞
が
圧
倒
的
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
い
う
、

帝
の
評
価
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
帝
の
評
価
に
つ
い
て
藤
壺
の
方
が

よ
く
知
っ
て
い
る
と
か
、
同
等
の
知
識
を
有
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
か
ら
、
や
は
り
こ
れ
も
情
報
の
帰
属
先
か
ら
説
明
す
る
の
は
不
可

能
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
（

）
も
、
情
報
の
帰
属
先

10

か
ら
説
明
す
る
の
が
躊
躇
さ
れ
る
。
こ
の
例
は
第
三
者
の
心
情
を
推

測
す
る
例
で
あ
り
、
話
し
手
と
聞
き
手
が
同
等
に
知
識
を
有
し
て
い

る
と
し
て
よ
い
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
情
報
の
帰

属
先
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
例
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
異
な
る

観
点
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
節
で
は
先
行
研
究
を
概
観
し
、
上
接
語
に
つ
い
て
の
詳

細
な
調
査
と
、
情
報
の
帰
属
先
に
基
づ
く
説
明
に
代
わ
る
案
が
必
要

と
な
る
こ
と
を
示
し
た
。

三

調
査

三
・
一

ナ
の
上
接
語

で
は
ま
ず
、
上
接
語
か
ら
ナ
の
特
徴
を
探
っ
て
い
こ
う
。
上
接
品

詞
は
、
名
詞
が
一
例
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
が
四
例
、
動
詞
五
例
、

助
動
詞
六
二
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
助
動
詞
の
例
数
を
、﹇
表
２
﹈
に

ま
と
め
る
。
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ナ
11 む

12 ら
む

2 け
む

4 じ

12 め
り

3 なり
推
伝

1 しまほ

11 け
り

1 き
2 ず
1 ぬ

1 なり
断
定

1 た
り

62 計

﹇
表
２
﹈

こ
の
表
の
う
ち
、
ナ
の
上
接
例
数
が
一
〇
以
上
の
助
動
詞
に
注
目

す
る
。
す
な
わ
ち
、「
む
」「
ら
む
」「
め
り
」「
け
り
」
で
あ
る
。

三
・
一
・
一

推
量
・
推
定
の
助
動
詞
に
つ
い
て

ま
ず
は
推
量
・
推
定
の
助
動
詞
に
つ
い
て
見
る
。
こ
れ
ら
の
助
動

詞
は
森
野
の
指
摘
通
り
、
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
推
量
の
助

動
詞
（
む
・
ら
む
・
け
む
・
じ
）
で
は
特
に
、「
む
」
と
「
ら
む
」
に

ナ
が
下
接
し
た
例
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

（

）〔
源
氏
↓
夕
霧
〕「
い
と
か
か
る
こ
ろ
は
、
遊
び
な
ど
も
す

11さ
ま
じ
く
、
さ
す
が
に
暮
ら
し
が
た
き
こ
そ
苦
し
け
れ
。
宮

仕
す
る
若
き
人
々
た
へ
が
た
か
ら
む
な
。
帯
も
解
か
ぬ
ほ
ど

よ
。
…
…
」

〈
源
氏
物
語
、
常
夏
、（

）
の
再
掲
〉

10

（

）〔
源
氏
↓
紫
上
〕「
今
宵
ば
か
り
は
こ
と
わ
り
と
ゆ
る
し
た

12ま
ひ
て
む
な
。
こ
れ
よ
り
後
の
と
だ
え
あ
ら
ん
こ
そ
、
身
な

が
ら
も
心
づ
き
な
か
る
べ
け
れ
。
…
…
」

〈
源
氏
物
語
、
若
菜
上
、
④
六
四
〉

（

）〔
狭
衣
↓
山
伏
〕「
あ
り
所
は
知
り
た
ま
ひ
た
ら
む
な
。
幼

13き
人
や
具
し
た
り
し
」
と
、
せ
め
て
ゆ
か
し
く
思
さ
れ
て
、

問
ひ
た
ま
へ
ど
、
…
…
。
〈
狭
衣
物
語
、
巻
二
、
二
一
三
〉

（

）〔
源
氏
↓
紀
伊
守
〕「
伊
予
介
は
か
し
づ
く
や
。
君
と
思
ふ

14ら
む
な
」

〈
源
氏
物
語
、
帚
木
、
九
七
〉

（

）〔
中
納
言
〕《
あ
は
れ
い
か
な
る
報
に
て
、
こ
の
人
、
か
く

15の
み
思
は
ず
な
る
世
を
み
だ
れ
思
す
ら
ん
な
。
…
…
》

〈
夜
の
寝
覚
、
巻
四
、
三
〇
六
〉

（

）〔
道
成
↓
見
送
り
人
〕「
中
納
言
殿
の
人
々
は
、
帰
り
参
り

16ね
。
大
弐
殿
は
、
今
は
鳥
飼
な
ど
に
や
お
は
し
ぬ
ら
む
な
。

中
納
言
殿
の
御
物
忌
、
い
と
き
び
し
か
り
つ
れ
ば
、
と
み
に

も
、
え
出
で
で
、
か
く
懈
怠
し
つ
る
な
り
。
…
…
」
と
言
ひ

て
、
…
…
。

〈
狭
衣
物
語
、
巻
一
、
一
〇
二
〉

（

）
〜
（

）
は
「
む
」
に
、（

）
〜
（

）
は
「
ら
む
」
に
ナ

11

13

14

16

が
下
接
し
た
例
で
あ
る
。
こ
の
、「
む
」「
ら
む
」
に
下
接
し
た
例
だ

け
で
、
助
動
詞
に
下
接
す
る
例
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め
る
。

一
方
、
推
定
の
助
動
詞
（「
べ
し
」「
ま
じ
」「
め
り
」「
推
定
伝
聞

― 6―
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な
り
」）
で
は
、「
め
り
」
に
例
数
が
集
中
す
る
の
が
特
徴
で
、
他
に

は
「
推
定
伝
聞
な
り
」
の
例
が
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

（

）「
…
…
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
大
臣
う
ち
笑
ひ
て
〔
源
氏
↓

17紫
上
〕「
つ
れ
な
く
て
、
人
の
御
容
貌
推
し
は
か
ら
む
の
御
心

な
め
り
な
。
さ
て
、
い
づ
れ
を
と
か
思
す
」

〈
源
氏
物
語
、
玉
鬘
、
③
一
三
五
〉

（

）〔
内
大
臣
↓
寝
覚
〕「
…
…
。
こ
れ
は
、
い
み
じ
う
諌
め
き

18こ
ゆ
る
事
と
も
思
さ
ぬ
な
め
り
な
。
又
き
く
人
も
あ
ら
ま
し

と
、
聞
き
過
い
て
あ
ら
ま
し
や
」

〈
夜
の
寝
覚
、
巻
四
、
二
九
八
〉

（

）「
…
…
」
と
聞
こ
え
た
ま
へ
ば
、
う
ち
笑
ひ
た
ま
ひ
て
、

19〔
源
氏
↓
大
宮
〕「
い
と
お
よ
す
け
て
も
恨
み
は
べ
る
な
な
り

な
。
い
と
は
か
な
し
や
。
…
…
」

〈
源
氏
物
語
、
少
女
、
③
二
三
〉

（

）（

）
は
「
め
り
」
に
ナ
が
下
接
し
た
例
、（

）
は
「
推
定

17

18

19

伝
聞
な
り
」
に
ナ
が
下
接
し
た
例
で
あ
る
。
な
お
、「
べ
し
」「
ま
じ
」

に
ナ
が
下
接
し
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。

三
・
一
・
二

過
去
の
助
動
詞
に
つ
い
て

次
に
過
去
の
助
動
詞
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
、「
け
り
」

の
多
さ
が
注
目
さ
れ
る
一
方
、「
き
」
の
例
は
孤
例
で
あ
る
。

（

）「
宮
の
御
琴
の
音
は
、
い
と
う
る
さ
く
な
り
に
け
り
な
。

20い
か
が
聞
き
た
ま
ひ
し
」

〈
源
氏
物
語
、
若
菜
下
、
④
二
〇
四
〉

（

）「
ま
だ
、（
若
宮
ハ
）大
殿
籠
ら
せ
た
ま
は
ぬ
な
り
け
り
な
。

21大
将
殿
は
出
で
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
か
」
と
聞
こ
ゆ
れ
ば
、

…
…
。

〈
狭
衣
物
語
、
巻
三
、
三
二
〇
〉

（

）〔
内
大
臣
↓
女
一
宮
〕「
こ
は
い
か
に
聞
え
さ
せ
た
ま
へ
る

22ぞ
。
も
と
の
心
は
聞
え
さ
せ
は
べ
り
に
き
な
。
幼
き
人
の
、

か
の
入
道
に
琴
な
ら
ひ
に
月
ご
ろ
あ
ら
せ
は
べ
り
つ
る
を
、

よ
べ
率
て
わ
た
し
は
べ
り
に
し
に
、
い
ま
ひ
と
り
も
、
今
は

や
う
や
う
お
よ
ず
け
ま
か
る
を
、
よ
そ
に
は
な
ち
た
る
や
う

に
て
は
べ
る
も
心
苦
し
く
て
、
…
…
」

〈
夜
の
寝
覚
、
巻
五
、
三
七
六
〉

こ
の
よ
う
に
、
過
去
の
助
動
詞
に
も
分
布
の
異
な
り
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

― 7―
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・
ナ
の
上
接
助
動
詞
の
分
布
を
確
認
す
る
と
、推
量
の
助
動
詞「
む
」

「
ら
む
」
の
例
が
多
く
、
推
定
の
助
動
詞
で
は
、「
め
り
」
の
多

さ
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
べ
し
」
や
「
ま
じ
」
が
上

接
し
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
過
去
の
助
動
詞
で
は
、「
け

り
」
の
上
接
例
が
多
く
、「
き
」
は
孤
例
で
あ
る
。

こ
の
事
実
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

三
・
二
「
情
報
の
帰
属
先
」
と
修
正
案

次
に
、
④
の
「
情
報
の
帰
属
先
」
に
対
す
る
修
正
案
を
提
示
し
た

い
。
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
情
報
の
帰
属
先
の
観
点
か
ら
ナ
に
つ

い
て
説
明
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ナ

の
上
接
句
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
具
体

的
に
は
、
話
し
手
の
推
測
や
評
価
、
願
望
や
希
望
な
ど
の
個
人
的
見

解
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（

）〔
薫
↓
宿
直
人
〕「
い
か
に
ぞ
。（
八
の
宮
ガ
）
お
は
し
ま

23さ
で
後
、
心
細
か
ら
む
な
」
な
ど
問
ひ
た
ま
ふ
。

〈
源
氏
物
語
、
椎
本
、
⑤
二
一
一
〉

（

）〔
定
子
↓
清
少
納
言
〕「
め
で
た
し
な
。
い
み
じ
う
今
日
の

24料
に
言
ひ
た
り
け
る
こ
と
に
こ
そ
あ
れ
」

〈
枕
草
子
、
一
二
九
段
、
二
四
三
〉

（

）「
花
と
い
は
ば
、
か
く
こ
そ
匂
は
ま
ほ
し
け
れ
な
」

25

〈
源
氏
物
語
、（

）
の
再
掲
〉

17

（

）
は
、
宿
直
人
の
心
情
を
推
測
し
て
の
発
話
で
あ
る
。
当
然
、

23
「
心
細
く
な
い
」
と
い
う
回
答
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
こ
こ

ま
で
に
挙
げ
て
き
た
例
も
、
推
量
・
推
定
の
助
動
詞
が
使
用
さ
れ
て

い
る
か
、
話
し
手
に
は
知
り
え
な
い
情
報
や
、
他
者
の
心
情
に
直
接

言
及
し
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
該
当
す
る
。

次
に
（

）
は
、
定
子
の
評
価
で
あ
り
、
実
際
に
は
、
清
少
納
言
は

24

同
じ
認
識
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
。（

）
は
話
し
手

25

の
願
望
の
例
で
、
や
は
り
、
聞
き
手
は
異
な
る
認
識
を
持
っ
て
い
て

も
お
か
し
く
な
い
。

ま
た
、
次
の
五
例
は
一
見
す
る
と
、
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
だ
け

で
あ
る
が
、
個
人
的
見
解
の
範
疇
で
説
明
で
き
る
。

（

）
今
朝
よ
り
参
り
て
、
侍
所
の
方
に
や
す
ら
ひ
け
る
人
々
、

26今
ぞ
参
り
て
も
の
な
ど
聞
こ
ゆ
る
中
に
、
き
よ
げ
だ
ち
て
、

な
で
ふ
こ
と
な
き
人
の
す
さ
ま
じ
き
顔
し
た
る
、
直
衣
着
て

太
刀
佩
き
た
る
あ
り
。
御
前
に
て
何
と
も
見
え
ぬ
を
、〔
女

房
↓
女
房
〕「
か
れ
ぞ
こ
の
常
陸
守
の
婿
の
少
将
な
。
は
じ

― 8―
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め
は
こ
の
御
方
に
と
定
め
け
る
を
、
守
の
む
す
め
を
得
て
こ

そ
い
た
は
ら
れ
め
な
ど
言
ひ
て
、
か
じ
け
た
る
女
の
童
を
得

た
る
な
な
り
」

〈
源
氏
物
語
、
東
屋
、
⑥
四
五
〉

（

）
思
ひ
よ
る
べ
き
こ
と
な
ら
ね
ば
、〔
女
房
↓
女
房
〕「
対
の

27御
方
の
参
り
た
ま
ふ
な
」
と
問
へ
ば
、
…
…
。

〈
夜
の
寝
覚
、
巻
一
、
一
〇
一
〉

（

）〔
帝
↓
ま
さ
こ
君
〕「
今
宵
、
母
の
も
と
に
こ
そ
寝
た
り
け

28れ
な
」
と
問
は
せ
た
ま
へ
ば
、
…
…
。

〈
狭
衣
物
語
、
巻
四
、
二
五
四
〉

（

）〔
内
大
臣
↓
寝
覚
〕「（
ア
ナ
タ
様
ハ
）
い
と
よ
く
人
を
こ

29そ
、
す
か
し
出
で
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
な
。
心
や
は
ら
か
に
、

は
た
慣
は
し
た
ま
へ
る
ぞ
か
し
。
…
…
」

〈
夜
の
寝
覚
、
巻
四
、
二
七
二
〉

（

）〔
内
大
臣
↓
女
一
宮
〕「
こ
は
い
か
に
聞
え
さ
せ
た
ま
へ
る

30ぞ
。
も
と
の
心
は
聞
え
さ
せ
は
べ
り
に
き
な
。
幼
き
人
の
、

か
の
入
道
に
琴
な
ら
ひ
に
月
ご
ろ
あ
ら
せ
は
べ
り
つ
る
を
、

よ
べ
率
て
わ
た
し
は
べ
り
に
し
に
、
い
ま
ひ
と
り
も
、
今
は

や
う
や
う
お
よ
ず
け
ま
か
る
を
、
よ
そ
に
は
な
ち
た
る
や
う

に
て
は
べ
る
も
心
苦
し
く
て
、
…
…
」

〈
夜
の
寝
覚
、（

）
の
再
掲
〉

22

（

）
は
近
く
に
見
え
て
い
る
人
物
が
少
将
で
あ
る
こ
と
、（

）
は

26

27

対
の
君
が
来
た
こ
と
、（

）
は
、
ま
さ
こ
君
が
そ
の
母
の
も
と
で
寝

28

て
い
た
こ
と
、（

）
は
寝
覚
が
自
分
を
う
ま
く
言
い
く
る
め
て
追
い

29

出
そ
う
と
し
た
こ
と
、（

）
は
自
分
が
か
つ
て
女
一
宮
へ
想
い
を
伝

30

え
た
こ
と
を
述
べ
て
い
て
、
い
ず
れ
も
事
実
の
描
写
に
見
え
る
。
し

か
し
（

）
は
、
直
前
の
地
の
文
に
「
御
前
に
て
何
と
も
見
え
ぬ
を
」

26

と
あ
る
。
つ
ま
り
そ
こ
に
い
る
人
物
が
少
将
で
あ
る
と
は
確
信
し
て

い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
（

）（

）
は
い
ず
れ
も
、
発

27

28

話
の
直
後
の
地
の
文
に
動
詞「
問
ふ
」が
出
現
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
（

）
は
現
れ
た
の
が
本
当
に
対
の
君
か
ど
う
か
、（

）
は
本
当

27

28

に
ま
さ
こ
君
が
母
君
の
も
と
で
寝
て
い
た
の
か
、
厳
密
に
は
話
し
手

は
知
ら
ず
、
当
て
推
量
で
述
べ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。（

）
は
、

29

「
い
と
よ
く
人
を
こ
そ
、
す
か
し
（
＝
と
て
も
上
手
に
自
分
を
言
い
く

る
め
）」た
と
述
べ
る
が
、こ
れ
は
内
大
臣
に
よ
る
皮
肉
で
あ
り
、「
上

手
に
言
い
く
る
め
る
」
意
図
が
寝
覚
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
。
あ
く
ま
で
内
大
臣
の
見
解
で
あ
る
。
最
後
に
（

）
は
、
内

30

大
臣
の
み
が
有
し
て
い
る
記
憶
で
あ
る
。
記
憶
は
一
見
事
実
に
見
え

る
が
、
他
者
と
共
有
で
き
な
い
以
上
、
極
め
て
個
人
的
な
見
解
で
あ

― 9―
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る
。
以
上
の
例
は
、
個
人
的
見
解
の
範
疇
で
説
明
で
き
る
。

さ
ら
に
次
に
挙
げ
る
二
例
は
、
個
人
的
見
解
と
は
言
い
が
た
い
も

の
の
、
そ
れ
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（

）〔
源
氏
↓
若
紫
〕「
あ
な
に
く
。
か
か
る
こ
と
口
馴
れ
た
ま

31ひ
に
け
り
な
。
み
る
め
に
あ
く
は
正
な
き
こ
と
ぞ
よ
」

〈
源
氏
物
語
、
紅
葉
賀
、
①
三
三
一
〉

（

）〔
源
氏
↓
紫
上
〕「
月
出
で
に
け
り
な
。
な
ほ
す
こ
し
出
で

32て
見
だ
に
送
り
た
ま
へ
か
し
。
…
」

〈
源
氏
物
語
、
須
磨
、
②
一
八
五
〉

（

）
は
、
若
紫
が
和
歌
を
用
い
て
皮
肉
を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
こ

31
と
、（

）
は
月
が
出
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
個
人
的

32

見
解
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
な
が
ら
、（

）（

）
と
も
に
、

31

32

助
動
詞
「
け
り
」
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
当
該
事
態
に
今
、

気
が
つ
い
た
と
い
う
、
気
づ
き
の
用
法
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
事
態
そ

の
も
の
を
描
写
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
と
い
う
話

し
手
の
認
識
が
重
要
な
例
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ナ
の
上
接
句
は
個
人
的
見
解
で
説
明
可
能
な
例
、

お
よ
び
、
事
態
に
今
気
づ
い
た
と
い
う
、
認
識
に
焦
点
が
あ
た
る
例

に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

考
察

四
・
一

ナ
の
意
味
に
つ
い
て

で
は
、
話
し
手
の
個
人
的
見
解
や
認
識
に
焦
点
の
あ
た
る
句
に
下

接
し
た
ナ
は
、い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
意
味
を
担
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
行
研
究
の
成
果
と
、
本
稿
の
調
査
を
合
わ
せ
て
考
え
る
。
ま
ず
重

要
な
の
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（

）〔
帝
↓
ま
さ
こ
君
〕「
今
宵
、
母
の
も
と
に
こ
そ
寝
た
り
け

33れ
な
」
と
問
は
せ
た
ま
へ
ば
、
…
…
。

〈
狭
衣
物
語
、（

）
の
再
掲
〉

28

（

）
召
し
寄
せ
て
、〔
源
氏
↓
惟
光
〕「
こ
こ
は
常
陸
の
宮
ぞ
か

34し
な
」〔
惟
光
↓
源
氏
〕「
し
か
は
べ
る
」
と
聞
こ
ゆ
。

〈
源
氏
物
語
、
蓬
生
、
②
三
四
五
〉

（

）
は
直
後
の
地
の
文
に
「
問
は
せ
た
ま
へ
ば
」
と
あ
り
、
回
答

33
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
こ
そ
―
已
然
形
」
の
係
り
結
び

の
文
が
疑
問
を
表
す
こ
と
は
な
い
か
ら
、
回
答
を
望
む
の
は
、
ナ
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、（

）は
助
詞
が
連
接
し
て
お
り
、

34

本
稿
の
直
接
の
考
察
対
象
で
は
な
い
が
、
ナ
で
終
止
し
た
文
に
、「
し

か
は
べ
る
（
そ
う
で
す
）」
と
応
答
し
て
い
る
。「
ぞ
＋
か
し
」
で
終

― 10 ―
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止
し
た
文
に
「
指
示
詞
＋
あ
り
」
で
応
答
し
た
例
は
な
い
か
ら
、
こ

の
例
も
ま
た
、
ナ
が
回
答
を
望
む
場
合
に
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

一
方
、
ナ
に
は
、
次
の
よ
う
に
疑
問
文
の
文
末
に
現
れ
た
例
も
あ

る
。（

）〔
女
房
↓
女
房
〕「
い
か
な
り
つ
ら
む
な
。
い
と
ら
う
た
げ

35な
る
御
さ
ま
を
。
い
み
じ
う
思
す
と
も
、
か
ひ
あ
る
べ
き
こ

と
か
は
。
い
と
ほ
し
」

〈
源
氏
物
語
、
東
屋
、
⑥
七
四
〉

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、（

）（

）
の
ナ
も
、
疑
問
を
表
す
わ
け
で

33

34

は
な
い
。

で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
担
う
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
森
野
崇

（
一
九
九
〇
）
は
、
ナ
の
統
語
的
な
位
置
に
注
目
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、「
終
助
詞
が
相
互
承
接
す
る
場
合
、「
な
」
は
常
に
最
後
部
に

位
置
し
て
い
た
」（
四
七
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前

掲
の
（

）
で
は
、
ゾ
・
カ
シ
・
ナ
と
三
つ
の
助
詞
が
承
接
し
て
い

34

る
が
、
最
下
位
に
位
置
す
る
の
は
ナ
で
あ
る
。
終
助
詞
は
相
互
承
接

の
下
位
の
も
の
ほ
ど
対
人
的
意
味
が
強
く
な
る
と
さ
れ
、
実
際
、
ナ

の
用
例
は
会
話
文
に
集
中
し
て
い
る
。
つ
ま
り
中
古
和
文
の
ナ
は
、

こ
の
時
代
の
終
助
詞
の
中
で
、
最
も
対
人
的
意
味
の
強
い
助
詞
な
の

で
あ
る
。

回
答
を
求
め
る
発
話
に
用
い
ら
れ
る
が
疑
問
を
表
さ
ず
、
対
人
的

意
味
の
強
い
助
詞
と
な
る
と
、
確
認
の
意
を
表
す
と
考
え
る
の
が
自

然
で
あ
る
。
森
野
が
、
ナ
は
「
聞
き
手
に
確
か
め
る
」
意
を
表
す
と

し
た
の
も
、
以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
本
稿
も
大
筋
で
は
同
様

の
考
え
で
あ
る
。
た
だ
し
、ナ
に
は
心
内
文
の
例
も
見
ら
れ
る
か
ら
、

必
ず
し
も
「
聞
き
手
に
」
と
は
言
え
な
い
（
注
４
）。
ま
た
、
聞
き
手

側
の
情
報
を
確
認
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
、
既
に
見
た
と

お
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ナ
が
、「
話
し
手
の
見
解
・
認
識
に
つ
い
て
の

確
認
」
を
表
す
と
考
え
て
み
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
諸
特
徴
が
説
明
可
能
で
あ
る
。

四
・
二

先
行
研
究
の
指
摘
・
調
査
結
果
と
の
関
係

四
・
二
・
一

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
諸
特
徴
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
ナ
の
意
味
と
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
諸
特
徴
に
つ

い
て
考
え
る
。
ま
ず
、
会
話
文
の
例
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
に
つ
い

て
で
あ
る
。「
話
し
手
の
見
解
・
認
識
に
つ
い
て
の
確
認
」
が
ナ
の
意

味
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
、
確
認
の
相
手
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
相
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手
は
通
常
、
聞
き
手
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
会
話
文
の
例
が
多
く

な
る
。
そ
の
一
方
、
話
し
手
自
身
の
中
で
、
自
ら
の
見
解
・
認
識
を

確
認
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
の
場
合
、
典
型
的
に
は
心
内
文
と

な
る
が
、
自
身
の
見
解
に
つ
い
て
話
し
手
自
身
が
頭
の
中
で
確
認
し

な
が
ら
、対
話
す
る
こ
と
も
な
く
は
な
い
。
前
に
挙
げ
た（

）（

）

31

32

は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
見
る

と
、
会
話
文
の
例
が
圧
倒
的
に
多
く
、
心
内
文
の
例
も
見
ら
れ
る
こ

と
が
説
明
で
き
る
。
例
数
の
差
は
、
状
況
的
に
ど
ち
ら
が
よ
り
あ
り

得
る
か
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
注
５
）。

次
に
、
聞
き
手
上
位
の
例
が
見
ら
れ
な
い
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
森
野
は
、「
聞
き
手
側
の
事
柄
を
か
な
り
は
っ
き

り
と
述
べ
、
も
ち
か
け
て
い
く
と
い
う
行
為
に
は
、
と
も
す
れ
ば
、

や
や
無
遠
慮
な
感
じ
や
な
れ
な
れ
し
さ
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
生

じ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」（
五
七
頁
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
明
に

矛
盾
は
な
く
わ
か
り
や
す
い
が
、
情
報
の
帰
属
先
か
ら
説
明
し
な
い

本
稿
の
立
場
で
は
、
採
用
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
確
認
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
る
。
自
身
の
見
解

や
認
識
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
話
し
手
の
見
解
や
認

識
が
、
自
身
に
と
っ
て
不
確
実
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
確
認
の
必
要
が
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
話
し

手
は
そ
の
見
解
や
認
識
が
他
者
（
場
合
に
よ
っ
て
は
話
し
手
自
身
）

に
受
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、確
認
で
は
な
く
疑
問
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
見
解
や
認
識
の
確
認
」
を
行
な
う
場
合
、
あ
く
ま
で

話
し
手
個
人
の
見
解
や
認
識
に
過
ぎ
な
い
も
の
を
、
他
者
に
受
容
さ

れ
る
前
提
で
述
べ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
聞
き
手
が
上
位
と
な
る
例

が
な
い
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

四
・
二
・
二

上
接
助
動
詞
の
分
布
に
つ
い
て

次
に
、
調
査
結
果
と
の
関
係
で
あ
る
。
上
接
助
動
詞
で
は
、
推
量

の
助
動
詞
が
多
く
、
推
定
の
助
動
詞
で
は
「
め
り
」
の
み
が
多
い
の

で
あ
っ
た
。
ナ
が
「
見
解
や
認
識
の
確
認
」
を
表
す
助
詞
で
あ
る
と

考
え
る
な
ら
ば
、こ
の
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
推
量
す
る
以
上
、

話
し
手
の
見
解
や
認
識
に
は
不
確
実
な
部
分
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
不
確
実
な
部
分
を
埋
め
る
た
め
に
確
認
が
行
わ
れ
る
。
一
方
、

推
定
の
助
動
詞
は
、
何
ら
か
の
根
拠
に
基
づ
き
、
話
し
手
の
推
測
を

確
か
な
も
の
と
し
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
改
め
て
確
認
す
る

必
要
が
生
じ
な
い
。
そ
の
た
め
「
べ
し
」「
ま
じ
」
に
ナ
が
下
接
し
た

― 12 ―



19-12-231　01_縦組-富岡氏.mcd  Page 13 20/02/19 18:44  v5.51

例
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
（
注
６
）。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、「
め
り
」

の
上
接
例
だ
け
が
多
い
の
に
も
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。「
め
り
」
は

視
覚
に
基
づ
く
推
定
を
表
す
が
、
そ
こ
に
は
、「
私
に
は
こ
の
よ
う
に

見
え
る
が
、
そ
う
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
含
意
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
確
認
の
余
地
が
十
分
に
あ
り
、
ナ
が
下
接
し
や
す

い
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
推
量
・
推
定
の
助
動
詞
の
中
で
、
特
に
ナ
へ
の
上
接
例

が
多
い
の
は
、「
ら
む
」「
む
」「
め
り
」
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
う

ち
「
ら
む
」「
め
り
」
は
、
現
状
に
つ
い
て
推
測
す
る
と
い
う
点
で
共

通
し
て
い
る
。

（

）〔
源
氏
↓
紀
伊
守
〕「
伊
予
介
は
か
し
づ
く
や
。
君
と
思
ふ

36ら
む
な
」〔
紀
伊
守
↓
源
氏
〕「
い
か
が
は
。
…
…
」

〈
源
氏
物
語
、
帚
木
、
①
九
七
〉

（

）〔
薫
↓
姫
君
女
房
〕「
例
の
、（
姫
君
ハ
）
あ
な
た
に
お
は

37し
ま
す
べ
か
め
り
な
。
何
わ
ざ
を
か
こ
の
御
里
住
み
の
ほ
ど

に
せ
さ
せ
た
ま
ふ
」

〈
源
氏
物
語
、
蜻
蛉
、
⑥
二
七
二
〉

（

）
は
聞
き
手
の
現
在
の
心
中
、（

）
は
聞
き
手
が
仕
え
て
い
る

36

37

姫
君
の
現
状
に
つ
い
て
の
話
し
手
の
推
測
を
述
べ
、
そ
れ
が
妥
当
な

も
の
か
ど
う
か
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
ら
む
」「
め
り
」

が
上
接
す
る
例
は
、
現
状
に
つ
い
て
の
推
測
の
例
ば
か
り
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、「
む
」
が
ナ
に
上
接
す
る
例
か
ら
も
言
え

る
。「
む
」
が
上
接
す
る
場
合
も
、
現
状
や
、
極
め
て
近
い
未
来
の
事

態
へ
の
推
測
を
述
べ
る
例
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（

）〔
狭
衣
↓
僧
〕「（
飛
鳥
井
姫
君
ノ
）
あ
り
所
は
知
り
た
ま

38ひ
た
ら
む
な
。
幼
き
人
や
具
し
た
り
し
」

〈
狭
衣
物
語
、
巻
二
、
二
一
三
〉

（

）〔
源
氏
↓
紫
上
〕「
今
宵
ば
か
り
は
こ
と
わ
り
と
ゆ
る
し
た

39ま
ひ
て
む
な
。
こ
れ
よ
り
後
の
と
だ
え
あ
ら
ん
こ
そ
、
身
な

が
ら
も
心
づ
き
な
か
る
べ
け
れ
。
…
…
」

〈
源
氏
物
語
、
若
菜
上
、
④
六
四
〉

（

）
は
「
今
、
僧
が
姫
君
の
居
所
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
」
を
、

38
（

）
は
、「
こ
れ
か
ら
女
三
宮
の
と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
を
許
し
て
く

39れ
る
か
ど
う
か
」
を
問
題
に
し
て
い
る
。「
む
」
が
上
接
す
る
ほ
ぼ
す

べ
て
の
例
が
、（

）
と
同
様
の
例
で
あ
る
。
一
方
、（

）
は
、
現

38

39

実
に
は
ま
だ
起
き
て
い
な
い
事
柄
で
あ
る
が
、「
今
宵
」
と
あ
る
と
お

り
、
極
め
て
近
い
未
来
の
事
柄
に
言
及
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
例

と
前
掲
の
（
１
）
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
状
に
つ
い
て
推
測
し
た
例
が
特
に
多
い
の
は
、
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全
く
の
未
実
現
事
態
へ
の
推
測
よ
り
も
、
確
認
へ
の
回
答
が
し
や
す

い
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
点
も
、
ナ
が
「
話
し
手
の
見
解
や
認

識
に
つ
い
て
の
確
認
」
を
表
す
と
い
う
考
え
に
矛
盾
し
な
い
の
で
あ

る
。次

に
過
去
の
助
動
詞
で
あ
る
。「
け
り
」
の
例
が
多
い
の
は
、「
け

り
」
に
ナ
が
下
接
す
る
場
合
、
そ
の
多
く
が
気
づ
き
の
用
法
、
そ
れ

も
今
気
づ
い
た
と
い
う
例
だ
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
今
、
気
づ
い

た
ば
か
り
の
事
態
の
場
合
、
そ
の
認
識
に
不
確
実
な
部
分
が
残
る
た

め
、
聞
き
手
も
同
じ
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
話

し
手
自
身
が
、
そ
の
認
識
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
、
確
認
す
る
こ

と
は
十
分
に
あ
り
う
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
き
」
は
、
話
し
手
の
記
憶
や
体
験
に
言
及
す
る

（
小
田
勝
（
二
〇
一
五
））。
話
し
手
が
自
身
の
記
憶
に
言
及
す
る
場

合
、
自
ら
の
見
解
を
確
認
し
な
く
て
も
よ
い
し
、
話
し
手
し
か
知
ら

な
い
過
去
で
あ
れ
ば
、
聞
き
手
は
確
認
さ
れ
て
も
回
答
し
よ
う
が
な

い
。
唯
一
例
で
あ
る
（

）
は
、
話
し
手
が
か
つ
て
、
聞
き
手
に
自

22

分
の
思
い
を
伝
え
た
と
い
う
、
話
し
手
聞
き
手
双
方
が
共
有
し
て
い

る
は
ず
の
記
憶
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
ナ
が
「
話
し
手
自
身
の
見
解
や
認
識
に
つ
い
て

の
確
認
」
を
表
す
と
考
え
る
と
、
そ
の
上
接
語
の
特
徴
に
つ
い
て
も

説
明
で
き
る
。

五

本
稿
の
結
論

本
稿
で
は
、
中
古
和
文
の
終
助
詞
ナ
に
つ
い
て
調
査
し
、
次
の
諸

点
を
明
ら
か
に
し
た
。

・
上
接
助
動
詞
の
分
布
を
精
査
す
る
と
、
推
量
の
助
動
詞
が
多
く
、

推
定
の
助
動
詞
は
「
め
り
」
以
外
少
な
い
。
ま
た
、
推
量
の
助
動

詞
で
は
「
ら
む
」
が
、
推
定
の
助
動
詞
で
は
「
め
り
」
の
例
が
特

に
多
い
。
こ
れ
ら
は
現
状
へ
の
推
測
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
過

去
の
助
動
詞
で
は
、「
け
り
」
の
例
が
多
く
、「
き
」
の
例
は
孤
例

で
あ
る
。
特
に
「
け
り
」
が
上
接
す
る
例
は
事
態
に
今
気
づ
い
た

ば
か
り
と
い
う
例
ば
か
り
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

・
ナ
の
上
接
句
を
見
る
と
、
話
し
手
の
個
人
的
な
見
解
や
認
識
に
焦

点
の
当
た
る
例
に
限
ら
れ
る
。

・
ナ
は
、「
聞
き
手
側
の
情
報
の
聞
き
手
へ
の
確
認
」
で
は
な
く
、「
話

し
手
の
見
解
・
認
識
に
つ
い
て
の
確
認
」
を
意
味
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
先
行
研
究
や
本
稿
の
調
査
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結
果
で
指
摘
さ
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
も
説
明
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
検
証
し
、
精
査
す
る
こ
と
で
ナ
の
意
味

を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
、
ナ
の
用
法
の
詳
細
に
は
、
未
解
明
の
部

分
も
あ
る
。
ま
た
、
ナ
が
確
認
を
表
す
と
す
る
と
、
確
認
要
求
の
全

体
像
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
新
た
な
疑
問
も
生
じ

る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

１

竹
取
物
語
、
伊
勢
物
語
、
土
左
日
記
、
大
和
物
語
、
平
中
物
語
、
和
泉

式
部
日
記
、
紫
式
部
日
記
、
堤
中
納
言
物
語
も
調
査
し
た
が
、
例
が

見
ら
れ
な
か
っ
た
。

２

コ
ー
パ
ス
調
査
に
は
短
単
位
検
索
を
用
い
、
検
索
条
件
を
「
品
詞
」

―
「
助
詞
」
か
つ
、
語
彙
素
「
な
」
と
し
た
。
な
お
、
コ
ー
パ
ス
に
よ

る
検
索
の
み
で
は
、
禁
止
の
ナ
の
例
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
手
作
業
で
除
い
た
。

３

森
野
は
、
韻
文
の
ナ
が
散
文
の
そ
れ
と
異
な
り
、
聞
き
手
を
意
識
し

な
い
例
も
一
定
数
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

４

森
野
は
、
ナ
の
心
内
文
の
例
が
、
心
内
描
写
場
面
の
非
常
に
多
い
夜

の
寝
覚
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
心
内
文
で
の
使
用
が
例

外
的
で
あ
っ
た
可
能
性
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
ナ
が
聞
き
手
の
存
在

を
必
須
と
す
る
助
詞
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
心
内
描
写
の
多
い

作
品
に
は
用
い
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

５

対
人
的
意
味
の
最
も
強
い
助
詞
で
あ
る
ナ
が
心
内
文
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
は
、
一
見
す
る
と
矛
盾
で
あ
る
。
し
か
し
、
対
人
的
意
味
の
強

さ
は
あ
く
ま
で
相
対
的
に
規
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
、
現
代
共
通
語

の
「
ね
」
の
よ
う
に
、
聞
き
手
が
必
須
と
な
る
助
詞
が
古
典
語
に
は

な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
矛
盾
は
解
消
さ
れ
る
。
ナ
は
あ
く
ま
で
、
ゾ

や
カ
シ
な
ど
、
中
古
和
文
の
他
の
助
詞
と
比
べ
て
対
人
的
意
味
が
強

い
の
だ
と
考
え
る
。

６
「
断
定
な
り
」
に
ナ
が
下
接
し
た
例
も
一
例
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
も
、
断
定
す
る
こ
と
と
確
認
の
意
味
の
相
性
が
良
く
な
い

か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

使
用
テ
キ
ス
ト
・
資
料

・
落
窪
物
語
、
枕
草
子
、
源
氏
物
語
↓
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学

館
）

・
夜
の
寝
覚
、
狭
衣
物
語
↓
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
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・
国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
一
九
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』（
バ
ー
ジ
ョ

ン

中
納
言
バ
ー
ジ
ョ
ン
2.4.2）

2019.3．
https://chunagon.ninjal.

（
二
〇
一
九
年
四
月
一
五
日
確
認
）

ac.jp/

・
あ
ゆ
ひ
抄
↓
勉
誠
社
文
庫

参
考
文
献

小
田
勝
（
二
〇
一
五
）『
実
例
詳
解
古
典
文
法
総
覧
』
和
泉
書
院

神
尾
昭
雄
（
一
九
九
〇
）『
情
報
の
な
わ
ば
り
理
論
―
言
語
の
機
能
的
分
析

―
』
大
修
館
書
店

此
島
正
年
（
一
九
七
三
）『
国
語
助
詞
の
研
究
―
助
詞
史
素
描
―
増
訂
版
』

桜
楓
社

森
野
崇
（
一
九
九
〇
）「
古
代
語
の
終
助
詞
「
な
」
に
つ
い
て
」『
秋
草
学
園

短
期
大
学
紀
要
』
七

【
付
記
】
本
稿
は
令
和
元
年
度
國
學
院
大
學
国
語
研
究
会
前
期
大
会
で
の

口
頭
発
表
を
も
と
に
、
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。
席
上
、
そ
の
他
で

多
く
の
ご
意
見
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
な
お
、
本
稿
は
JSPS
科
研
費

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

18K
12400

す
。
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